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   Eighty two cases of renal  cell carcinoma, treated at our Department between July, 1971 
and May, 1984, are reviewed. 
   The highest incidence of this disease was seen in the 5th decade and the average age of 
the patients was 58.8 years. Male patients predominated over the female patients, the ratio 
being 1.6: 1. According to Robson's classification, thirty eight cases were in stage I, five 
cases in stage II, nine cases in stage III and thirty cases in stage IV. The overall survival 
rate at one, three and five years  was 77, 58 and 48%, respectively. The most common 
symptom was macroscopic hematuria, followed by asymptomatic, lumbago and palpable mass. 
The site of distant metastases was most frequently in the lung, followed by the bone, liver 
and lymph node. There were no remarkable differences in the prognosis of stage I patients, 
between the group treated with preoperative renal arterial embolization and non-treated group. 
No remarkable difference was seen between the survival rate of the stage IV patients treated 
by nephrectomy and these not treated by nephrectomy. 
   Renal arterial embolization was an effective therapeutic measure for patients with non-
resectable stage IV renal cell carcinoma  (p=0.0647, compared with non-treated group). 
Key words: Renal cell carcinoma, Clinical study













の腎 細 胞 癌 症例 を対 象 とした.
82例の 腎細 胞 癌 患 老 の年 代 別 お よび性 別 分 布 はFig・
1の ご と くで,男 女 と もに50歳代に ピー クを 示 し,最
年 少者 は21歳,最 年 長 者 は91歳で,平 均 年 齢 は58.8歳
で あ った.患 側 は右44例,左37例,両 側 同期 性 ユ例 で
と くに 著 明 な左 右 差 は 認 め ず,男 女 比 は男 性51例,女
性31例で1.6:1で あ っ た.
腎 細 胞 癌 のstagingにつ い て は,RobsonDの 分
類 を 参 考 に した.stageIは38例(46%),stageII
は5例(6%),stageIII9例(11%),stageIV
30例(37%)とstageIとVIの 占め る頻 度 が 高 か





初 診 時 の 自 覚症 状 はTable1に 示 す ご と く,そ の
内訳 は 肉 眼的 血 尿37例(45%),無症 状11例(13.4%),
腰 部 痛9例(11%),側 腹 部腫 瘤8例(9.8%),側 腹
部 痛7例(8.5%),食 欲 不 振2例(2・4%)の 順 で あ
った.
以 上 の 自覚症 状 の発 見 か ら受 診 ま で の期 間 は,1カ
月 以 内 が24例(29%)と も っ とも多 く,つ い で1週 間
以 内が17例(21%),3ヵ 月 以 内 が9例(11%e)の 順
で あ っ た(Table2).
StageI.V30例の初 診 時転 移 部 位 は,肺 が18例と も
っ と も多 く,つ いで 骨10例,肝9例,リ ンパ 節7例,
副 腎5例,脳 お よび 副 睾 丸 が お のお の1例 で あ った
(Table3).
治 療 成 績





2.治 療 方法 と生 存 率
82例の 腎細 胞 癌 患 者 の治 療 方 法(Table4)は,腎
摘 除 群 が55例でそ の 内訳 は,腎 摘 除 術 のみ 施 行 した も
の が6例,腎 摘 除 術 に 放 射 線 療 法 を併 用 した も のが4
例,腎 摘 除 術 に 放 射 線 療 法 と各 種 抗 悪 性 腫瘍 剤(mito-
mycin-C,CDDP,5-Fu,PSK,OK-432,ホル モ ン
剤 な ど)を 併 用 した も の3例,腎 摘 除 術 に 各 種 抗 悪性
腫 瘍 剤 を 併 用 した もの27例,腎 摘 除 術 に 術 前 動 脈 塞栓
Table1.Clin三calmanifestationofrenalcell
ca「cinoma(82patients)




側 腹 部 腫 瘤
側 腹 部 痛
食 欲 不 振
体 重 減 少
無 尿
眼 球 突 出
吐 下 血
下 腿 浮 腫
発 熱
副 畢 丸 腫 瘤
















82例の 腎 細 胞 癌 患 老 の 各stage別 実 測 生 存 率 は
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← 一一●腎 摘 群(nnt9)






さ らにstageIVに お け る 非 腎摘 除 群21例 に お い
て動 脈 塞 栓 術 を 施 行 した 群7例 と施 行 しな か った 群14
例 に つ い てそ の予 後 を 比 較 検 討 した と ころ,動 脈 塞 栓
術 施 行 群 が1年 実 測 生 存 率57%,2年 ・3年19%,4
年9%,5年0%に 対 し,非 施 行 群 は1年21%,2年
か ら5年O%と 動 脈 塞 栓 術 施 行 群 に お い て予 後 の延 長
(t=1.8474,P=0.0647)が認 め られ た ・(Fig.5)・
な お生 存 率 は 実 測 生 存 率,有 意 差 の 検 定 はGener-
alizedWilcoxontest3)を用 い た.

































































内田 ・ほか:腎 細胞癌 ・臨床的研究
った.さ らに転移部の症状である,腰痛,眼球突出,
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